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山門水源の森を次の
世代に引き継ぐ会

「山門水源の森」の地
元の小学校 の １ つ で あ る
永原小学校の 6 年生が、
かっての村人の山仕事の
体験学習にやってきた。
炭焼きや柴・割木 (薪 )づ
く りがどのようにして行わ
れたか、それを ど う し て
里まで運搬したか等々。
この学習は会長の竹端
氏が山門の集落の皆さん
に呼びかけて、かって山
仕事に使わていた背負子
をはじめ とす る道具や山
の植物を使った柴等のくく
り方等を事前準備して行
われた。子ともたちは、
実際にその道具を使い割
木をくくったり、背負子で
運搬する実体験をした。

山仕事を体験する子どもたち（07/07/03） 年々増加しているこうした
子どもたち
の 学 習 に
加 え 、 今
年 は 教 員
の 研 修 や
大 学 の 講
座 や 研 究
者 の 来 訪
画 増 加 し
「 山 門 水
源 の 森 」
の 活 用 が

兵庫県立大の講座（07/07/14） 「自由研究」の受入開始（07/07/27） 多角化して
きた。また今年初めての試みとして夏休みの子どもたちの「自由研究」も受入を開始した。これは 2004
年から整備を進めてきた「やまかど・森の楽舎」付属湿地が本紙裏面のように、生態系観察には最
高の場所となってきたため多様な観察が可能になってきたからである。

有料保全作業の試み
63.4ha「山門水源の森」の保全作業は、机上計
画はたやすいものの、実動となると経費・要員・時
期等々問題が山積みです。今回初めて参加費をもら
って「保全作業」と観察会とを組み合わせた企画を
「コープしが」を対象に実施した。里山の生物多様
性を保全する活動に参加し、「山門水源の森」の生
物多様性を体感してもらい、その重要性を少しでも
理解してもらいつつ、尚かつ活動資金を得るという
一石三鳥を狙った企画である。「コープしが」の皆
さんのご理解を得て大成功裏に終了し、今後の保全
活動の一方法として考えていく資料が調いました。
企画にご苦労頂いた皆さんお疲れ様でした。

親子で保全作業をする「コープしが」のみなさん（07/07/29）
「 山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会」 http://www.digitalsolution.co.jp/nature/yamakado/
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7 月初旬「やまかど・森の楽舎」付属湿地の木柵沿
いに左の写真のような孔が何カ所にも見つかった。最
初は人為的な孔か、それとも動物の仕業か見当が付
かなかったが、その
う ち 右 の写真 を 撮 っ
たのが記憶から甦っ
た。ひょっとしてイシ
ガメの産卵跡ではと
・・・。がその日は
それで詮索が止まっ
た。 12 日保全作業を
す べ く 集 ま っ た会 員
が ま た ま た こ の 孔 を
気にしだした。この機 地点②付近で産卵するイシガメ
会にと可能性のありそ (03/06/26 7:04)

木柵沿いに並ぶ孔・孔・・ (07/07/03) うなものを掘り出してみた。 5 ㎝ほど掘り下げると案の定
下から卵が出てきたのである。 １個
は写真のように取り出したが、卵と
卵の間には小さいが角礫がぎっしり
詰まっており、軟式のテニスボール
くらいの堅さであるため破損を案じ
て 4 個まで確認したところで掘り下
げるのを断念した。付属湿地には
大小のイシガメがかなりの数生息し
ているのは確認されているが、これ
で確実に現地で繁殖していることが
確認できたことになる。２～３ヶ月で

掘り出したイシガメの卵 (07/07/12) 孵化するとのことであり孵化直後の子
ガメを是非観察したいもの
です。
森の中の湿原で日々繰り
返されているであろう生き
ものの様々な活動をつぶさ
に観察することは立入制限
をしている現況では不可能
です。が付属湿地はそれ
を補うため整備してきたの
だが、ここにきて実に多様

強雨に耐えるハッチョウトンボ ハナグモに捕らえられたキイトトンボ な生物が、多様な活動をし
ていることが間近で詳細に観察することができます。横に
研修室があることも観察には好条件で、天候にかかわらず
観察できることが強みです。が付属湿地でのこのような観
察を好条件で続けるためには、メンテナンスも欠かせませ
ん。増え続けるヒメガマの間引きをはじめ、植栽した植物
と侵入植物のバランス、湿地内への立入による植物の踏み
つ け を 避 け る
た め の 観 察 コ
ー スの整備、
園芸種 を 野 生
種 と 入 れ 替 え

獲物を狙うトノサマガエル（ 07/07/21） る作業等を間断
なく実施しています。その成果の一つか、最近では付
属湿地の観察だけで満足してもらえる訪問者も増加して
きました。その付属湿地では、これからサギソウやジュ
ンサイが見ごろを迎えようとしています。もちろん各種ト
ンボの羽化・交尾・産卵等も間近で観察できます。夏
休みの一日ゆったりとご家族でお出かけ下さい。

8 月の保全作業日は、１９日（土）です。 コアジサイの挿し芽作業（07/07/21）
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